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都
会
の
安
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
み
つ
つ
周

囲
の
緑
の
激
減
を
嘆
い
て
い
る
と
西
欧
主

要
都
市
の
石
造
り
の
建
築
、
い
わ
ゆ
る
コ

ー
ト
・
ヤ
ー
ド
（
中
庭
）
に
想
い
が
馳
せ

る
。
街
路
か
ら
は
眼
に
入
ら
ぬ
隠
さ
れ
た

空
間
だ
が
、
仕
事
先
を
訪
れ
る
際
な
ど
内

部
に
身
を
お
く
時
も
あ
り
、
都
市
の
魅
力

の
一
つ
だ
。

　

ロ
ン
ド
ン
に
は
庭
園
史
博
物
館
が
あ
る

か
ら
、
17
世
紀
、
つ
ま
り
木
蓮
や
ヒ
バ
が

国
内
に
入
っ
て
き
た
時
代
、
初
期
の
ザ
・

ノ
ッ
ト
（
要
す
る
に
英
国
風
庭
園
）
を
散

策
し
つ
つ
、
作
庭
や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
流

れ
を
把
握
で
き
る
し
、
プ
ラ
イ
ヴ
ェ
イ
ト

な
名
園
の
公
開
情
報
も
手
に
入
る
。
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
や
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
赴
け

ば
、
カ
レ
ッ
ジ
の
建
物
が
中
世
来
の
方
形

庭
園(

ク
ア
ド
・
ラ
ン
グ
ル
、
要
す
る
に

大
規
模
な
中
庭
だ)

を
囲
繞
し
て
い
る
。

日
時
計
は
ど
れ
も
巧
緻
な
デ
ザ
イ
ン
だ
。

　

オ
ッ
ク
ス
で
は
街
の
只
中
、
迷
路
ま
が

い
の
路
地
を
辿
る
と
、
唐
突
に
空
間
が
開

け
、
芝
の
中
庭
で
ジ
プ
シ
ー
の
奏
で
る
弦

楽
に
耳
を
傾
け
つ
つ
ビ
ー
ル
を
飲
め
る
パ

ブ
も
あ
っ
た
。
が
、
こ
こ
も
近
年
店
主
が

客
用
の
食
卓
を
設
け
芝
を
か
く
し
た
。

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
ウ
イ
ン
タ
ー
・
ガ
ー

デ
ン
、
つ
ま
り
サ
ン
ル
ー
ム
用
の
常
緑
樹

の
庭
が
パ
リ
の
そ
れ
ら
ど
う
よ
う
日
本
の

寒
冷
地
の
造
園
・
作
庭
の
刺
激
に
な
ろ
う
。

　

パ
リ
は
サ
ハ
リ
ン
中
部
と
同
じ
緯
度
と

い
っ
て
も
ロ
ン
ド
ン
よ
り
は
か
な
り
南
。

そ
の
分
植
生
も
豊
か
で
紀
元
１
世
紀
の
リ

ュ
テ
ス
・
ア
レ
ー
ヌ
は
じ
め
大
小
４
０
０

を
超
す
公
園
が
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ザ
イ
ン
を

網
羅
し
て
い
る
。
17
世
紀
の
王
室
薬
草
園

に
由
来
し
４
、５
０
０
種
の
草
木
を
集
め

る
植
物
園
で
高
地
も
含
め
国
内
の
植
相
を

把
め
る
し
、
庭
も
美
し
い
。
個
人
所
有
の

美
し
い
中
庭
は
激
減
し
て
い
る
も
の
の
相

当
数
残
っ
て
い
て
、
デ
ザ
イ
ン
の
一
端
は

不
動
産
広
告
か
ら
も
窺
え
る
。
苔
こ
そ
な

い
が
石
造
り
の
坪
庭
に
想
を
え
た
も
の
も

珍
し
く
な
い
。
維
持
技
術
の
細
部
に
つ
い

て
は
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
（
仏
造
園
協
、
企
業
・
個

人
２
万
６
５
０
０
が
参
加
）
加
盟
の
業
者

に
照
会
す
れ
ば
概
略
を
把
握
で
き
よ
う
。

中
庭
の
美
し
さ
を
売
り
物
に
す
る
ホ
テ

ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
も
少
な
く
な
い
。
感
じ

の
よ
い
中
庭
が
客
を
蝟
集
さ
せ
て
い
る
ビ

ス
ト
ロ
も
あ
る
。
い
ず
れ
も
美
術
館
に
な

っ
て
い
る
ブ
ー
ル
デ
ル
の
旧
宅
や
富
豪
ジ

ャ
ク
マ
ー
ル
・
ア
ン
ド
レ
邸
（
パ
リ
風
の

ウ
イ
ン
タ
ー･

ガ
ー
デ
ン
が
あ
る
）
そ
の

他
、
公
開
さ
れ
て
い
る
名
園
も
多
い
。

　

ち
な
み
に
、
近
年
は
個
人
向
け
作
庭
・

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
が
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
加
盟
企
業
の

年
間
売
り
上
げ
総
計
の
四
割
を
超
え
、
公

共
投
資
に
代
わ
り
そ
の
シ
ェ
ア
は
拡
大
の

一
途
だ
。
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
愛
好
者
の
全
国

組
織
も
活
発
、
主
催
す
る
コ
ン
ク
ー
ル
が

毎
年
話
題
に
な
る
。
刺
激
的
な
経
営
戦
略

の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
あ
る
は
ず
だ
。

　

ロ
ー
マ
は
南
欧
だ
け
あ
っ
て
道
路
に
面

し
た
扉
を
あ
け
る
と
、
丈
が
高
く
鬱
蒼
と

し
た
木
立
に
眼
を
奪
わ
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
市
中
央
の
ス
ペ
イ
ン
広
場
付
近
で
さ

え
緑
陰
で
食
事
の
で
き
る
レ
ス
ト
ラ
ン
が

あ
る
。
付
近
に
は
街
路
か
ら
は
窺
え
な
い

広
壮
な
庭
園
で
美
術
家
の
ア
ト
リ
エ
を
い

く
つ
か
配
置
す
る
一
郭
が
あ
っ
た
。
が
、

惜
し
い
か
な
所
有
し
て
い
た
教
会
関
連
財

団
が
手
放
し
再
開
発
の
憂
き
目
に
あ
っ
た
。

　

日
本
の
都
会
の
都
心
で
は
陰
鬱
な
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
集
合
住
宅
が
、
垣
根
ご
し
に

庭
が
目
に
入
る
住
居
群
を
駆
逐
し
、
付
近

住
民
の
至
近
の
緑
空
間
を
奪
う
一
方
だ
。

私
有
地
で
あ
れ
、
あ
る
程
度
の
規
模
の
集

合
住
宅
な
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
只
中
の
作

庭
、
植
栽
に
税
制
で
で
も
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ

が
働
く
よ
う
行
政
を
動
か
せ
な
い
も
の
か
。

　

�
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�
�
�
�
�
�
�
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集
合
住
宅
《
中
庭
》
に
緑
を

ル
・
モ
ン
ド
東
京
支
局　

大
友 　

竜

お知らせ
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
平成24年度
通常総会
講演会・交流会
６月26日（火）
14：00～

グランドアーク半蔵門
東京都千代田区隼町１−１
☎03-3288-0111
多数の会員の皆様の

ご参加をお願い致します。

　

平
成
24
年
春
の
叙
勲
・
褒
章

が
発
表
さ
れ
た
。

　

日
造
協
関
連
で
は
、
瑞
宝
小

綬
章
を
山
田
勝
巳
氏
（
70
）
当

協
会
相
談
役
（
神
奈
川
県
横
浜

市
）
が
建
設
行
政
事
務
功
労
と

し
て
、
同
じ
く
瑞
宝
小
綬
章
を

大
坪
貞
保
氏
（
71
）
当
協
会
顧

問
が
農
林
水
産
行
政
事
務
功
労

と
し
て
受
章
さ
れ
、
旭
日
双
光

章
を
植
村
章
英
氏
（
70
）
㈱
植

宗
園
代
表
取
締
役
（
石
川
県
金

沢
市
）
が
専
門
工
事
業
振
興
功

労
と
し
て
受
章
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
黄
綬
褒
章
を
藤
原
恒

男
氏（
76
）
埼
玉
グ
リ
ー
ン
サ
ー

ビ
ス
㈱
代
表
取
締
役
（
埼
玉
県

川
口
市
）
が
造
園
工
事
業
の
業

務
精
励
の
功
績
で
受
章
さ
れ
た
。

藤原恒男氏 大坪貞保氏 山田勝巳氏植村章英氏

平
成
24
年
春
の
叙
勲
・
褒
章

受
章
者

○�

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
：
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。

東
京
生
ま
れ
、
早
大
政
経
学
部
卒
業
。

仏
エ
コ
ー
ル
・
プ
ラ
テ
ィ
ッ
ク･

デ
・
ゾ

ー
ト
・
ゼ
テ
ュ
ー
ド
に
学
ぶ
。「
ル
・
モ

ン
ド
」
東
京
支
局
所
属
。

「
日
造
協
団
体
保
険
制
度
」加
入
の

一
次
〆
切
は
６
月
25
日（
月
）で
す
！

損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
代
理
店
ま
た
は
各
担
当
店
へ
お
電
話
を
。

（
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
本
社　

☎
０
３
・
３
３
４
９
・
３
２
１
６
）

　

国
営
公
園
事
業
の
内
訳
は
、

整
備
費
が
１
２
７
億
６
６
０
０

万
円
（
対
前
年
度
比
０
・
８
２

倍
）、
維
持
管
理
費
１
１
３
億

１
９
０
０
万
円
（
同
１
・
０
３

倍
）、
都
市
公
園
補
助
費
６
２

億
９
５
０
０
万
円
（
０
・
９
０

倍
）。
こ
れ
に
は
日
本
再
生
重

点
化
措
置
の
１
億
３
０
０
０
万

円
を
ふ
く
ん
で
い
る
。

　

続
い
て
都
市
環
境
整
備
事
業

で
は
１
１
８
億
５
７
０
０
万
円

（
同
０
・
９
０
倍
）。
内
訳
は
市

街
地
整
備
１
１
８
億
５
０
０
万

円
（
同
０
・
９
０
倍
）、
こ
れ

に
は
日
本
再
生
重
点
化
措
置
の

14
億
１
５
０
０
万
円
、
及
び
全

国
防
災
15
億
９
０
０
万
円
を
含

ん
で
い
る
。
都
市
水
環
境
整
備

に
５
２
０
０
万
円
（
同
０
・
７

８
倍
）、
都
市
水
環
境
整
備
は

５
２
０
０
万
円
（
同
０
・
７
８

倍
）、
緑
地
環
境
整
備
は
同
じ

く
５
２
０
０
万
円
（
同
）
と
な

っ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
国
営
公
園
等
事

業
と
都
市
環
境
整
備
事
業
の
小

計
は
４
２
２
億
３
７
０
０
万

円
、
対
前
年
度
比
０
・
９
１
と

な
っ
て
い
る
。

　
「
日
本
再
生
重
点
化
措
置
」

の
柱
は
①
国
際
競
争
拠
点
都
市

整
備
事
業
（
約
14
億
）
②
国
営

公
園
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活

用
実
証
事
業
（
約
１
億
３
千
）

③
エ
ネ
ル
ギ
ー
面
的
利
用
推
進

事
業
（
約
３
億
５
千
）
④
都
市

安
全
確
保
促
進
事
業
（
約
３
億

４
千
）の
４
つ
の
事
業
で
あ
る
。

　

今
年
度
国
土
交
通
省
公
園
緑

地
・
景
観
課
は
「
都
市
に
お
け

る
地
産
地
消
型
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
活
用
の
推
進
」
と
「
歴

史
的
風
致
維
持
向
上
推
進
等
調

査
の
創
設
」
に
取
り
組
む
。

　
「
都
市
に
お
け
る
地
産
地
消

の
促
進
と
、
町
並
み
の
問
題
を

解
決
す
る
た
め
の
優
れ
た
案
を

民
間
団
体
か
ら
広
く
募
集
し
、

優
れ
た
事
業
の
モ
デ
ル
的
な
調

査
、
実
証
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
の
２
つ
で
あ
る
。

型
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用

の
推
進
」
は
、
都
市
の
公
園
・

街
路
等
か
ら
発
生
す
る
未
利
用

の
植
物
廃
材
を
、
地
産
地
消
型

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

活
用
す
る
た
め
の
実
証
事
業
を

中
心
と
し
、
約
１
億
８
千
万
円

が
振
り
分
け
ら
れ
た
。
同
事
業

の
主
な
フ
ィ
ー
ル
ド
は
国
営
公

園
内
で
、
多
種
多
様
な
植
物
廃

材
の
高
効
率
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

を
目
指
す
。

　
「
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
推

進
等
調
査
の
創
設
」
は
歴
史
的

町
並
み
の
保
存
と
活
用
、
景
観

悪
化
対
策
と
し
て
行
わ
れ
、
歴

史
的
風
致
の
維
持
向
上
を
推

進
。
約
１
億
３
百
万
円
を
充
て

る
。
こ
の
事
業
の
柱
は
民
間
資

金
の
導
入
に
よ
る
町
家
等
の
歴

史
的
建
造
物
の
修
理
・
活
用
等

公
園
緑
地
・
景
観
課
の
事
業

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」と「
風
致
維
持
」を
重
点
に

　

平
成
24
年
度
国
土
交

通
省
都
市
局
関
係
予
算
が

発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ

る
と
国
費
の
う
ち
都
市
整

備
関
係
は
、
国
営
公
園
事

業
で
は
対
前
年
度
比
０
・

９
２
倍
の
３
０
３
億
８
０

０
０
万
円
。

国交省 都市局関係予算決まる
国営公団等に303億8千万円

平
成
24
年
度

40th
A

nn
iversary

おかげさまで創立40周年を迎えました



広 報　　日　　造　　協

に地下足袋姿の植木職人が手入れを行い多くの来園者
から注目を集めました。

昆明国際園芸博覧会の日本庭園（写真：都市緑化機構）

伝統的な職人姿でパフォーマンス（写真：箱根植木）フロリアード2002の日本庭園入り口

フロリアードに出展された日本庭園では、ハーグ・
ズータメア（1992年）で金賞に輝き、ハールレマミー
ア（2002）では、屋外展示1位、優秀栄誉賞を受賞し
ました。翌年ドイツのロストックで開催されたIGAで
はオランダで使用した資材を活用して庭造りが行わ
れ、竹取物語をテーマに日本の文化や自然観を紹介し
みごと金賞を受賞しました。

このように国際園芸博覧会には多くの日本庭園が出
展され、日本の伝統的な造園技術を紹介する場となり、
多くの日本庭園作庭と管理には日造協の会員が深く関
わっているのです。

◇
■フロリアード2012の概要

フロリアード2012はドイツ国境に近いオランダ南部
の町Venlo（フェンロー）で開催されています。

正 式 名 称：�2012年フェンロー国際園芸博覧会（フ
ロリアード2012）

　　　　　　�Floriade 2012 World Horticultural 
Expo, Venlo - The Netherlands

テ　ー　マ：�自然と調和する暮らし
　　　　　　�“Be part of the theatre in nature, get 

closer to the quality of life”
開 催 期 間：2012/4/5～10/7日　10：00～19：00
　　　　　　（6/21～9/2は～20：00）
開 催 場 所：オランダ王国フェンロー市
会 場 規 模：66ha
参加予定国：40ヶ国程度、
入 場 者 数：200万人（開催国目標）
入　場　料：25ユーロ、４歳～12歳：12.50ユーロ
６ヶ月の開催期間で入場目標が200万人というのは

日本の感覚ではずいぶん少ないようですが、周辺の歴
史ある街や自然をゆっくり楽しんでもらおうというパ
ッケージも用意されていて、周辺への緑化推進と観光
促進が期待されています。

■フロリアード2012の日本出展
今回のフロリアードには、日本国政府屋内展示と埼

玉県川口市の日本庭園が出展され、世界に誇る日本の
園芸、造園文化を紹介しています。

日本国政府出展は、屋内展示会場Villa Flora２階の
約250平方メートルの出展ブースに、日本の花きや園
芸文化について紹介しており、主な行事としてオープ
ニングセレモニー（４月）、ジャパンデー（８月）クロ
ージングセレモニー（10月）の他，日替わり、週替わ
りでさまざまな花と緑のパフォーマンスが行われます。

オープニング準備の整った日本ブース

フロリアード2012オフィシャルオープニングでは、
オランダ王国ベアトリクス女王陛下が日本ブースを訪
問され関係者とお会いになられました。

４月５日の屋内出展オープニングセレモニーには、
在オランダ大使館関係者、国土交通省　小林審議官を

はじめとする日本国政府関係者、AIPHのFaber会長
と和田副会長や出展されている春日灯籠を無償で貸与
していただいたオランダ人骨董収集家Ger夫妻も出席
して執り行われました。

一般枠での出展となる川口市の庭園は1982年に日本
から唯一の参加として最高賞を受賞して以来今回で4
回目の出展となり、植木の里である安行を中心に緑化
産業に関わる若手の方たちが実行委員会を組織し、植
物材料、石材など造園資材を日本から送り、現地で3
週間にわたり作庭を行いオープンの20日前には完成し
ていました。

茶庭のしつらえ

７月５日から11日には、フロリアードによる都市緑
化推進効果や環境先進都市などを視察して新たな造園
のビジネスチャンスを探るツアーも企画していますの
で多くの方々のご参加をお待ちしています。

■Floriade2012と日造協のかかわり
今回のフロリアードでは、伝統的な造園技法のファ

ンや理解者をつくるために、日本政府屋内出展ブース
と川口市屋外日本庭園で、日本庭園や造園技法への興
味を喚起し理解を広げるための「解説型」と、伝統的
な庭園文化を紹介し、多様な造園技法を楽しんでもら
うための「参加・体験型」の２つの方法で実施される
講座が企画されました。日造協国際委員会から３名の
講師を派遣し、オープニング前に展示庭園の製作監修
と解説内容のまとめや映像の提供と講座の企画や準備
を行い、オープニングイベントでは作務衣や半纏の衣
装も決めてパフォーマンスをしました。当初は、日本
語の解説を来場者の様子により英訳、オランダ語約を
する予定でしたが、結果的には通訳時間節約のため講
師が英語で解説を行い、必要に応じて通訳をすること
となりました。

講座No 講座内容 講師
講座-Ⅰ 日本庭園の歴史、名園の紹介 スライドショー 野村
講座-Ⅱ 屋内展示庭園の解説 施設解説 野村･松本
講座-Ⅲ 屋外展示庭園の解説 庭園構成、施設解説 野村･松本
講座-Ⅳ 庭園技術の体験 関守石飾り結び 秋田･松本

４月５日～７日のオープニングイベントには多くの
方が訪れましたが、中にはデンハーグのクリンゲンダ
ール日本庭園を管理しているグループの聴講もあり、
松の手入れ方法などについて細かい質問が寄せられま
した。

屋内日本ブースでの庭園解説

屋外庭園では入り口付近で興味のある方や少人数の
グループに対して解説を行い、最後に茶庭に誘導して
関守石の飾り結び体験へ誘導する方法としました。

関守石の意味について質問をすると、ほとんどがわ
からないという答えでしたが、石のお金？と聞いたユ
ニークな方もいました。

飾り結びの体験コーナーは盛況で、担当の秋田、松
本両講師の段取り、手順もスムーズで、通訳の広瀬さ
ん、鈴木さんも結びができるようになり、説明がより
わかりやすくなりました。

庭園解説と関守石飾り結び体験

＊講師のつぶやき

時間も限られているので、前もって下準備をしてお
き、最後の「四つ畳」だけを体験してもらうような形を
とりました。

第１回目は、初めに手順をみてもらい来場者に後か
らやってもらおうと思いましたが、言葉の壁もあり、な
かなか上手くいきませんでしたが、２回目からは、来場
者と共に「四つ畳」を結んでいきました。

中には、結び方を知っている人もいて「キングクラ

ウンノット」と結び方の名前を教えてくれました。
組み終わった「関守石」は持ち帰り自由でしたので、

「重いからいらない」という人や「部屋に飾る」「夫婦げ
んかをした時に部屋に入れないように使う」「一人にな
りたい時に使う」などいろいろと使用目的を言いながら
喜んで持って帰っていました。

初めはどうなるかと不安でしたが、通訳の方も一緒
にやっていただけたので無事３日間の役目を果たせた
と思います。（秋田講師）

関守石をお土産に持って帰る人も多い

日本ブーススタッフの若者たち
今回日造協で担当させていただいたイベントは大成

功でした。
ちょっと話題はそれますが、屋内日本ブースで若者

たちが活躍しています。「研修生」として日本から３箇
月もしくは６箇月来ている若者です。花卉業界に携わ
る　生産・流通・小売・生花・盆栽・造園など、広い
ジャンルから公募を勝ち取って来ています。市内のア
パートで共同生活を営みながら会場のサポートをして
います。

その効果を推察すると
　・同世代の業種の違う仲間との情報交換
　・最先端の園芸情報の入手
　・来場する日本人に対する営業
　・帰国後の話題づくり
　・会場内他国の技術者との交流
　・新しいビジネスモデルのヒント
若い子には旅をさせろといいますが、まさにこれぞ！

って感じです。
20代で行った一造会の海外研修を思い出します。あ

の経験が今に生きている。
日本ブースで研修生に会ったら、激励の一言を！！

（松本講師）

◇
■造園技術の海外展開へむけて

日本の伝統文化と造園技術の集大成とも言える日本
庭園は、盆栽とともに海外で関心の高いものとなって
いますが、風土や文化の違う国で生まれ育った人々に、
日本庭園の本質や日本独特の剪定技術までを理解して
もらうことはやはり少々難しいことかもしれません。

四季の移ろいや多様な自然の風景を巧みに取り入れ
て発達してきた日本の庭園技術は、日本人が遺伝子と
して持っている自然感を具現化したものともいえ、上
古から長い時間をかけ時代背景を映しながら変遷して
きたものです。

日本にある庭園を表面的に作るのではなく、現地の
気候や風土にあった資材の選定とともに、その場の景
色や背景を巧みに取り入れおさめることが海外での日
本庭園作りには特に必要なことだと考えられます。

日本庭園は完成してからも、独特の手入れによって
時間をかけながら徐々に熟成させる空間であり、その
ための技術や技能の伝承も欠かすことができません。

前述したように海外には多くの日本庭園があります
が、良好な状態を保っているものは非常に少なく、適
切な管理が必要とされています。

アメリカ合衆国オレゴン州のポートランド日本庭園
を中心に、北アメリカの日本庭園管理に関する情報共
有ネットワークの構築が始まっていますが、日本庭園
に限らず海外プロジェクトや都市緑化の場に日本の造
園技術、管理技術を発揮することが新たな造園産業の
ビジネスチャンスにつながると期待され、積極的にか
かわりを持つことが大切なのではないでしょうか。

今後も多くの国で開催が予定されている国際園芸博
覧会が、日本の誇る庭園文化を世界中の人々に紹介し、
日本庭園の魅力と日本の造園技術のすばらしさを伝え
る場となることを願っています。

副会長・国際委員長　和田新也、国際委員　松本朗（富
士植木）、講師　秋田昌之（箱根植木）、技術調査部長
　野村徹郎
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■日造協の国際交流
日造協は、創立後間もない頃より海外における都市

公園や環境緑化の事例調査や視察を行うとともに、
AIPH（国際園芸家協会）、ELCA（ヨーロッパ造園建
設協会）、IFLA（国際造園家協会）など諸外国の造園
緑化に関係する団体との交流を図っており、日本の造
園文化と技術を世界に発信するだけでなく、世界各国
からの問い合わせや日本での活動の相談などにも対応
するとともに、海外でのプロジェクトなど様々な情報
を提供しています。

今回の海外特集では、日造協の国際的な活動の一端
を４月５日からオランダで開催されている国際園芸博
覧会“Floriade2012（フロリアード）”を中心にご紹介
します。

◇
■国際園芸博覧会とフロリアード
国際園芸博覧会は、1960年にオランダのロッテルダム
で初めて開催されて以来、ヨーロッパ各地で定期的に
開催されています。
国際園芸博覧会は
・真の国際園芸博覧会の価値を高め、博覧会が過度に

開催されることを防ぎその成功を保証する。
・園芸のあらゆる分野における生産性を向上させ、園

芸製品の利用を促進し、世間一般の園芸製品に対す
る評価を高める。

・園芸職の世界的協力を増進し、園芸製品、園芸事業
の自由な取り引きを促進する。
という目的で開催規則が作られ世界各地で開催され

ており、国内外の園芸博覧会開催地の多くは公園とし
ての利用や地域開発における緑のインフラとして活用
され博覧会の社会的な効果を持続しています。
国際園芸博覧会は、その規模や期間によってA1〜B2
まで次のように分類されています。
分類 名称 開催頻度 開催期間 国際参加 最低博覧会

最低面積
Ａ1 大国際博覧会

パリの博覧会
国 際 事 務 局

（BIE）に承認
が必要

１回/年以下
10年に１回/１
ヵ月以下

最低３ヵ月
最高６ヵ月

最少10カ国 50ha

Ａ２ 国際園芸博覧
会

２回/年間最高 最低８日間
最高20日間

最少６カ国 1.5ha
うち最 低200
㎡は、外国から
の参加者向け

Ｂ１ 国際参加のあ
る園芸博覧会
─長期─

１回以下/暦年 最低３ヵ月
最高６ヵ月

25ha
最低３％は、
外国からの参
加者向け

Ｂ２ 国際参加のあ
る園芸博覧会
─短期─

２回/年以下 最低８日間
最高20日間

0.6ha
最低600㎡は、
外国からの参
加者向け

海外の国際園芸博覧会に出展された日本庭園のほとん
どはA1クラスの博覧会となっています。

ヨーロッパから始まった国際園芸博覧会は、アジア
では1990年の大阪「国際花と緑の博覧会」が初めての

開催となり、以後中国各地（雲南省昆明市、遼寧省瀋
陽市、陝西省西安市）、兵庫県淡路島（淡路花博）、静
岡県浜松市（浜名湖花博パシフィックフローラ、浜名
湖フラワー&ガーデンショー）、タイ王国チェンマイ（ロ
ーヤルフローラ・ラチャプルック）、韓国（フロリトピア）
台湾（台北世界花博覧会）などで開催されています。

国際園芸博覧会の中でも特に歴史のあるフロリア
ードは、10年に一度オランダで開催されるもので、
AIPH（国際園芸家協会）の認証を得て開催されるA1
クラスの国際大博覧会で、今回で6回目の開催となり
ます。

また、ドイツでも10年ごとにIGAが開催されており、
前回2003年のRostock会場ではフロリアード2002に出展
された日本庭園の一部施設が移設されて出展されました。

◇
今までに開催された主な国際園芸博覧会とこれから

の開催予定を次の表にまとめました。

国際園芸博覧会の開催歴
開催年 国 都　　市 名　　　　　称 クラス
1960 オランダ Rotterdam Floriade A1
1963 ドイツ Hamburg IGA A1
1964 オーストリア Vienna － A1
1969 フランス Paris － A1
1972 オランダ Amsterdam Floriade A1
1973 ドイツ Hamburg IGA A1
1974 オーストリア Vienna － A1
1980 カナダ Montreal － A1
1982 オランダ Amsterdam Floriade A1
1983 ドイツ Munich IGA A1
1984 英国 Liverpool International Garden Festival A1
1990 日本 大阪 国際花と緑の博覧会 A1
1992 オランダ Zoetermeer Floriade A1
1993 ドイツ Stuttgart IGA A1
1999 中国 昆明 International Garden Festival A1

2002 オランダ Haarlemmermeer-
Amsterdam Floriade A1

2003 ドイツ Rostock IGA A1
2004 日本 静岡 パシフィックフローラ A2/B1
2004 フランス Nantes Floralies Nantes 2004 A2
2005 フランス Dijon Florissimo B2
2005 ドイツ Munich BUGA B1
2006 タイ国 Chiang Mai Royal Flora Ratchaphruek A1
2006 中国 瀋陽 Shenyang A2/B1
2006 イタリア Genova Euroflora A2
2007 ドイツ Gera (G) BUGA B1
2008 カナダ Quebec Les Jardins des Floralies int. B1
2008 カナダ Quebec Quebec en Fleurs int. B2
2009 ドイツ Schwerin Buga B1
2009 日本 静岡 浜名湖フラワー&ガーデンショー B2
2009 韓国 Kkotji Korea Floritopia A2
2010 台湾 台北 Taipei International Garden and Horticulture Exposition A2/B1
2011 中国 西安 International Horticultural Exhibition A2/B1
2011 ドイツ Koblenz Buga B1
2011 イタリア Genua Euroflora A2

2011・12 タイ国 Chiang Mai Royal Flora Ratchapruek A2/B1
2012 オランダ Venlo Floriade 2012 A1

来年2013以降に開催予定の国際園芸博覧会
2013 韓国 Suncheon Suncheon Bay International Garden Expo 2013 A2/B1
2014 中国 Qingdao Qingdao International Horticultural Exhibition 2014 A2/B1
2016 トルコ Antalya Expo Antalya A1
2016 中国 Tangshan Tangshan International Horticultural Exposition 2016 A2/B1
2017 ドイツ IGA A1

■AIPHと日造協
AIPHとその承認する園芸博覧会については、以前

にも本誌に説明が掲載されていましたが、読まなかっ
た方や、お忘れの方も多いと思いますので、簡単にご
説明します。

AIPHは1948年に国を超えた協力の必要性を認識し
たヨーロッパ各国の園芸家団体によってスイス、チュ
ーリッヒにて結成されました。創設メンバーは、スイ
ス、西ドイツ、オランダ等の10か国の団体でした。

AIPHの大きな特徴の一つは、民間団体ではありな
がら、国際園芸博覧会の認証団体であるということで
す。万国博覧会や国際博覧会を登録・認定する国際機
関としてはBIE（博覧会国際事務局）がありますが、
国際博覧会条約第４条B,2項には、国際園芸博覧会は
AIPHがA1クラスとして承認したものをBIEが認定す
る旨、明記されています。簡単に言いますと、国際園
芸博覧会については、AIPHの承認がないとBIEの認
定がもらえないという仕組みになっています。

日造協は、大阪花と緑の博覧会（1990年）誘致活動
を機に1985年アジアで初のAIPH会員となりました。
当初日本は大阪花博開催のためだけの入会ではない
かと懐疑的だったヨーロッパのメンバーもおりました
が、その後の日造協の継続的活動により、現在では
AIPHの中心的メンバーとして認識されています。来
場者数2300万人という園芸博としては空前絶後の入場
者を得た大阪花博以来、BIE認定なしのクラスとして
は最大級のA2/B1クラスの園芸博として開催された淡
路ジャパンフローラ2000、浜名湖パシフィックフロー
ラ2004の大成功は、アジアでの園芸博ブームの火付け
役となり、現在のアジアにおける園芸博ラッシュとも
言うべき状況を作り出しました。

なお、国際園芸博覧会を開催するためには、開催国
にAIPH会員機関が存在することと会員機関経由の申
請が規則となっており、日本での開催にはAIPHに加
盟している日造協がその窓口となっています。

日本の窓口として1985年にAIPHに加盟して以来、
国際園芸博覧会の招請や開催の協力に努めるととも
に、アジア地区の代表ともなっており、国際委員会と
しては国際園芸博開催のご希望があれば、しっかりサ
ポート活動を行っていきたいと考えておりますので、
ご質問等ございましたら、ご遠慮なくお問い合わせく
ださい。

AIPHではGreen City活動等博覧会以外でも造園分
野の活動を強めつつあります。

Green Cityはその名のとおり都市に緑を増やすため
の活動で、各国の緑の都市表彰制度やグリーンフォー
ラムの開催などにより都市緑化の啓発、促進を目指し
ています。

昨年11月にはAIPHメンバーでもあるCNLA（カナ
ダ園芸造園協会）により大西洋側のニューファンドラ
ンド島でAtlantic Green Forumが開催され、日本の都
市緑化制度や伝統的日本庭園と日本の風土や文化につ
いて日造協に講演依頼がありカナダの造園業界との交
流を深めることができました。CNLAの組織や運営の
方法は日本の造園産業界にとっても参考となることが
多くみられ、より一層の情報交換を継続したいと思い
ます。

◇
■海外の日本庭園と国際博覧会

日本造園学会の調査によると海外で一般に公開され
ている日本庭園は450あまりと報告されています。

国際的な博覧会に日本庭園が出展されたのは、1863
（慶応３）年のパリ万国博が最初とされていますが、
日本が国として参加したものは1873年（明治６年）の
ウィーン万国博覧会が初めてで純日本的な風俗を紹介
したものが出展されています。日本庭園はその後も欧
米各地で開催される博覧会の目玉出展物となり、貴族
や富豪が自宅に日本庭園を造るようになったというこ
とです。

国際園芸博覧会では、大阪花博以前にも1984年に
英国のリバプール国際園芸博覧会へ日本庭園が出展さ
れ、名誉大賞とラージゴールドメダル賞を受賞してい
ます。

リバプール国際園芸博覧会の日本庭園（写真：都市緑化機構）
その後も1999年に中国初の国際園芸博覧会が、春城

とも呼ばれ多くの植物のふるさとでもある雲南省の昆
明で開催され、出展された日本庭園は総合部門で最優
秀賞、部門別でも大賞、金賞を受賞し、2006年にタイ
王国チェンマイで開催されたローヤルフローラには国
交省、地方公共団体、緑関係団体で構成する共同出展
実行委員会により日本庭園が出展され、会期中は半纏
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ら
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
に
お
け
る
震
災
復
興
計
画
に
関
わ

る
一
連
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
。「
三
陸
の
湘
南
」
と
も

言
わ
れ
た
陸
前
高
田
市
は
、今
般
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、

全
国
で
も
最
大
級
の
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
。

　

市
の
震
災
復
興
計
画
は
昨
年
12
月
21
日
の
市
議
会
で
の
議

決
を
経
て
正
式
な
計
画
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
岩
手
県
で
初

め
て
と
な
る
被
災
市
街
地
復
興
推
進
地
域
及
び
先
行
整
備
す

る
２
つ
の
区
画
整
理
地
区
の
都
市
計
画
が
、
本
年
２
月
２
日

に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
３
月
29
日
に
は
、
高
田

な
ど
３
地
区
で
高
台
移
転
を
行
い
、
避
難
施
設
な
ど
を
設
け

る
津
波
復
興
拠
点
整
備
事
業
も
盛
り
込
ん
だ
、
復
興
整
備
計

画
が
公
表
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
復
興
の
方
向
性
を
定
め
る
ビ
ジ
ョ
ン
の
段

階
か
ら
、
個
別
具
体
の
事
業
化
の
段
階
に
移
行
し
つ
つ
あ
る

の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
１
年
近
く
で
よ
う
や
く
こ
こ

ま
で
進
ん
で
来
れ
た
と
い
う
思
い
と
と
も
に
、
山
積
す
る
膨

大
な
事
業
を
今
後
具
体
化
さ
せ
て
い
く
た
め
の
多
く
の
課
題

へ
の
心
配
・
懸
念
が
相
半
ば
し
て
い
る
。

　

第
一
に
雇
用
の
問
題
が
あ
る
。
仮
設
住
宅
等
に
よ
り
住
ま

い
の
問
題
は
何
と
か
ク
リ
ア
で
き
て
い
る
と
し
て
も
、「
何

も
す
る
こ
と
が
な
い
ほ
ど
つ
ら
い
も
の
が
な
い
」
と
い
う
思

い
を
し
て
い
る
市
民
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

第
二
に
は
、
今
後
の
膨
大
な
事
業
を
ど
の
よ
う
に
し
て
推
進

し
て
い
く
か
で
あ
る
。
市
主
体
の
事
業
と
し
て
は
、
区
画
整

理
が
２
個
所
、
防
災
集
団
移
転
事
業
は
概
ね
数
十
箇
所
、
そ

の
他
学
校
等
の
公
共
施
設
再
建
等
が
あ
り
、
国
・
県
・
民
間

が
主
体
と
な
る
、
道
路
・
河
川
・
公
園
・
Ｊ
Ｒ
等
も
あ
り
、

膨
大
な
事
業
量
に
達
す
る
。
こ
れ
ら
に
あ
た
る
市
職
員
や
支

援
す
る
専
門
家
数
は
、
絶
対
的
に
不
足
し
て
い
る
。

　

更
に
は
、
人
口
流
出
へ
の
懸
念
が
あ
る
。
防
潮
堤
整
備
に

５
年
、
区
画
整
理
や
防
災
集
団
移
転
事
業
は
最
低
で
も
４
年

は
か
か
る
と
見
ら
れ
る
。
事
業
が
長
期
化
す
れ
ば
す
る
程
、

市
民
が
市
外
に
流
出
す
る
可
能
性
が
高
ま
る
。

　

こ
れ
ま
で
造
園
学
会
で
は
、
復
興
支
援
に
向
け
て
各
種
の

調
査
活
動
や
取
組
み
を
行
っ
て
き
た
。
近
く
「
コ
ン
セ
プ
ト

ブ
ッ
ク
」
の
発
刊
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
国
土
交
通
省

で
は
、
３
月
27
日
に
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
係
る

公
園
緑
地
整
備
に
関
す
る
技
術
的
指
針
」
を
公
表
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
実
地
で
の
復
興
へ
向
け
て
の
取
組
み
に
お
い

て
は
、
造
園
分
野
の
専
門
家
は
非
常
に
限
定
さ
れ
て
い
た
の

が
実
態
で
、陸
前
高
田
市
に
お
い
て
は
、協
働
す
る
専
門
家
、

有
識
者
、
行
政
機
関
職
員
と
も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
土
木
・

建
築
等
分
野
の
方
々
で
構
成
さ
れ
、
大
変
寂
し
い
気
持
ち
で

も
あ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
の
事
業
化
段
階
で
は
、
設
計
・
施

工
・
運
営
の
各
面
で
、
我
々
の
活
躍
の
場
が
増
大
す
る
こ
と

と
な
る
。
被
災
地
の
土
地
利
用
は
、
津
波
防
御
の
た
め
に
高

台
移
転
が
必
須
で
あ
り
、
今
後
低
地
部
に
広
大
な
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
が
現
出
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な

土
地
の
空
間
整
備
・
活
用
に
関
す
る
、
デ
ザ
イ
ン
・
運
営
の

あ
り
方
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
こ
よ
う
。

　

今
こ
そ
、造
園
分
野
か
ら
の
震
災
復
興
へ
の
具
体
的
提
案
、

ま
た
事
業
へ
の
参
画
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。
産
官
学
民
の

関
係
者
は
、
一
丸
と
な
っ
て
震
災
復
興
に
お
け
る
専
門
職
能

を
発
揮
す
る
場
の
創
出
に
、
力
を
尽
く
す
べ
き
時
機
で
は
な

か
ろ
う
か
。�

前
澤　

洋
一

　
　
　
　
　
　
　
　
（（
公
社
）日
本
造
園
学
会
理
事
、

㈱
プ
レ
ッ
ク
研
究
所
専
務
取
締
役
）

造園分野から震災復興へ力を尽す好機

 

学
会
の
目
・
眼
・
芽
第34回

海外特集
★

フロリアード
2012

AIPH（国際園芸家協会）、CNLA（カ
Floriade 2012 World Horticultural 
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【
４
月
】

２
㈪
・
フ
ロ
リ
ア
ー
ド
２
０
１
２

名
誉
賞
審
査
～
５
㈭

　
　

・
フ
ロ
リ
ア
ー
ド
出
展
事

業
～
９
㈪

５
㈭
・
フ
ロ
リ
ア
ー
ド
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
講
習
～
７
㈯

　
　

・
運
営
会
議

10
㈫
・
臨
時
理
事
会

　
　

・
総
支
部
長
等
会
議

12
㈭
・
造
園
Ｃ
Ｐ
Ｄ
協
議
会
総
会

　
　

・
造
園
Ｃ
Ｐ
Ｄ
推
進
委
員

会
合
同
会
議

19
㈭
・
総
務
委
員
会（
広
報
部
会
）

23
㈪
・
事
業
委
員
会
（
公
益
活

動
部
会
）

27
㈮
・
第
６
回
み
ど
り
の
式
典

【
５
月
】

９
㈬
・
事
業
委
員
会
（
事
業
企

画
部
会
）

10
㈭
・
第
50
回
技
能
五
輪
全
国

大
会
合
同
委
員
会

14
㈪
・
造
園
・
環
境
緑
化
産
業

振
興
会
事
務
局
会
議

15
㈫
・
運
営
会
議

　
　

・
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
推
進
等
特
別
委
員
会

17
㈭
・
総
務
委
員
会（
広
報
部
会
）

18
㈮
・
総
務
委
員
会
（
企
画
・

財
務
合
同
部
会
）

21
㈪
・
植
栽
基
盤
診
断
士
認
定

委
員
会
（
試
検
部
会
）

22
㈫
・
監
事
監
査

25
㈮
・
総
務
委
員
会
（
全
国
）

28
㈪
・
植
栽
基
盤
診
断
士
認
定

委
員
会

30
㈬
・
第
１
回
通
常
理
事
会

　

委
員
会
等
の
活
動

■
総
務
委
員
会
（
広
報
部
会
）

　

Ｈ
Ｐ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
40
年

の
歩
み
、
広
報
日
造
協
５
月
号

～
８
月
号
等
に
つ
い
て
審
議
し

た
。�

（
４
月
19
日
㈭
）

■
事
業
委
員
会（
公
益
活
動
部
会
）

　

今
年
度
の
全
国
造
園
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
開
催
計
画
に
つ
い

て
、
開
催
方
針
、
創
立
40
年
事

業
や
震
災
復
興
支
援
活
動
と
の

連
携
な
ど
を
検
討
し
た
。

（
４
月
23
日
㈪
）

　

当
社
は
、『
仕
事
で
使
う
車

は
リ
ー
ス
が
断
然
有
利
』
と
の

信
念
の
も
と
、全
国
の
造
園
業・

植
木
生
産
業
の
皆
様
に
支
え
ら

れ
て
、
緑
化
事
業
者
の
皆
様
と

と
も
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ど
こ
よ
り
も
格
安
の
リ
ー
ス

料
金
で
ご
利
用
頂
け
る
こ
と
を

第
一
に
、
そ
し
て
、＂
信
頼
こ

そ
最
も
大
切
な
品
質
と
サ
ー
ビ

ス
＂
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

軽
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
ダ
ン
プ
・

ク
レ
ー
ン
車
な
ど
全
て
の
メ
ー

カ
ー
と
全
て
の
車
種
を
取
扱
っ

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

東
京
都
八
王
子
市
元
八
王
子
町

３
の
２
４
４
０
の
１

☎
０
４
２
・６
２
９
・
１
３
７
５

FAX
０
４
２
・６
２
９
・
１
３
７
６

日
造
協
賛
助
会
員
の
紹
介  

41

三
住
オ
ー
ト
リ
ー
ス
㈱

　

今
年
で
85
回
を
数
え
、
厚
生

労
働
省
、
中
央
労
働
災
害
防
止

協
会
が
主
催
す
る
全
国
安
全
週

間
が
、
７
月
１
日
か
ら
７
月
７

日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
ル

ー
ル
を
守
る
安
全
職
場　

み
ん

な
で
目
指
す
ゼ
ロ
災
害
」
に
決

定
し
ま
し
た
。

　

労
働
災
害
を
防
止
す
る
た
め

に
は
、
安
全
衛
生
の
担
当
者
や

労
働
者
の
方
に
よ
る
現
場
の
確

認
、
機
械
設
備
の
安
全
基
準
や

作
業
手
順
な
ど
の
基
本
的
な
ル

ー
ル
を
守
る
と
い
う
、
原
点
に

立
ち
返
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
労
働

者
の
方
の
安
全
を
確
保
し
、
労

働
災
害
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

全
国
安
全
週
間
で
は
、
意
識

の
高
揚
を
図
る
た
め
、
看
板
や

ポ
ス
タ
ー
で
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
広
く
事
業
場
で
掲
示
し
ま
す
。

全
国
安
全
週
間
７
月
実
施

準
備
期
間 

６︱
１
～
６︱
30

「
ル
ー
ル
を
守
る
安
全
職
場

み
ん
な
で
目
指
す
ゼ
ロ
災
害
」

　
『
緑
』っ
て

　

緑
は
光
の
三
原
色
の
一
つ
で
あ
る
こ
と

は
、
皆
様
周
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

で
は
「
緑
っ
て
何
で
で
き
て
る
の
？
」っ

て
聞
か
れ
る
と
、
な
か
な
か
答
え
ら
れ
な

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
緑
の
定
義
を
調
べ
る
と
、１
９
３
１

年
国
際
照
明
委
員
会
が546.1nm
の
波
長

を
緑
（G

）
と
規
定
し
、490.575nm
の

波
長
の
色
相
（Hue

）
は
お
よ
そ
緑
で
あ

る
と
決
め
ら
れ
た
。

　

色
材
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
シ
ア
ン
と

イ
エ
ロ
ー
を
混
合
し
て
作
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

次
に
語
源
と
し
て
『
み
ど
り
』
と
い
う

語
が
登
場
し
た
の
は
平
安
時
代
に
な
っ
て

か
ら
で
あ
る
。
本
来
は
「
瑞
々
し
さ
」
を

表
す
意
味
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
が
転

じ
て
新
芽
の
色
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
と

い
わ
れ
る
。
英
語
の
グ
リ
ー
ン
も
「
草
」

（grass

）
や
「
育
つ
」（grow

）
と
語
源

を
同
じ
く
す
る
と
い
わ
れ
、
い
ず
れ
に
し

て
も
新
鮮
さ
の
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
色

で
あ
る
。

　

緑
色
で
定
義
し
て
し
ま
う
と
、
植
物
、

ア
ウ
ト
ド
ア
、
自
然
で
あ
る
と
思
う
。

　

造
園
家
の
よ
う
に
環
境
産
業
に
従
事
す

る
人
々
は
「
グ
リ
ー
ン
カ
ラ
ー
」
と
い
わ

れ
て
い
る
。

　

緑
産
業
っ
て
、
農
業
・
林
業
・
造
園
が
昔

の
従
事
者
だ
っ
た
と
思
う
が
、
今
で
は
野

菜
工
場
も
あ
り
、
バ
イ
オ
で
希
少
植
物
を

培
養
し
、新
し
い
植
物
が
誕
生
し
て
い
る
。

　

造
園
に
お
い
て
も
、
屋
上
へ
の
薄
層
緑

化
や
壁
面
緑
化
な
ど
、
次
々
に
新
し
い
工

法
も
出
品
さ
れ
、
環
境
展
な
ど
で
は
好
評

を
博
し
て
い
る
。

　

私
の
人
生
の
中
で
の
緑
っ
て
、
56
年
の

中
で
総
て
が
根
を
し
っ
か
り
張
れ
る
土
壌

の
中
に
あ
る
も
の
ば
か
り
で
あ
っ
た
よ
う

に
思
う
。
今
の
都
市
化
の
中
で
遮
熱
の
た

め
に
高
価
な
器
具
で
屋
上
や
壁
面
を
緑
化

す
る
の
も
い
い
が
、
せ
い
ぜ
い
寿
命
が
10

数
年
の
耐
用
年
数
で
あ
る
。
私
と
し
て
は

土
に
根
を
お
ろ
す
植
物
、
樹
木
で
緑
を
再

構
築
し
て
い
く
べ
き
な
の
か
な
と
、
本
当

に
二
酸
化
炭
素
を
取
り
込
ん
で
酸
素
を
作

る
樹
木
を
考
え
て
い
る
の
か
な
と
自
問
自

答
し
て
い
る
。

　

高
価
な
器
具
に
よ
る
緑
よ
り
、
里
山
や

景
観
地
の
荒
れ
た
場
所
へ
の
緑
の
あ
し
ら

い
、
林
業
家
で
は
な
い
造
園
家
と
し
て
の

景
観
植
栽
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。

　

農
業
生
産
す
る
緑
も
人
間
が
生
き
て
い

く
上
で
必
要
で
あ
り
、
又
、
水
分
を
保
持

し
酸
素
を
生
産
す
る
緑
も
必
要
。
造
園
家

と
し
て
は
人
間
に
ゆ
と
り
と
癒
し
を
与
え

ら
れ
る
緑
を
求
め
て
い
く
の
が
本
来
の
姿

の
よ
う
に
思
う
。

　

原
発
の
安
全
神
話
が
崩
れ
て
以
来
、
太

陽
光
発
電
を
取
り
入
れ
る
な
ら
緑
地
を
減

ら
し
て
も
よ
い
な
ど
と
い
う
気
運
さ
え
感

じ
ら
れ
る
昨
今
、
行
政
に
対
し
て
造
園
家

と
し
て
の
立
場
を
評
価
・
理
解
し
て
も
ら

い
、
コ
ン
サ
ル
が
描
い
た
も
の
を
作
る
だ

け
じ
ゃ
な
く
、
植
栽
基
盤
を
含
め
た
景
観

価
値
の
寿
命
の
長
い
造
園
を
し
て
い
く
よ

う
に
努
力
す
る
。

　
『
緑
』
を
育
み
、
守
り
、
創
る
こ
と
が

造
園
家
と
し
て
の
使
命
。
と
、
心
に
祈
念

し
、
熟
練
の
技
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

井
内　

優
（
㈱
井
内
屋
種
苗
園
）

「
沖
縄
総
支
部
」
と
の
交
流
会
開
催

　
函
館
地
域
７
会
員
が
沖
訪

　
　

北
海
道
総
支
部

総支部、支部、事務局からの
記事を紹介します

協　会
　だより
協　会
　だより

　

国
内
・
国
外
と
も
に
社
会
・

経
済
が
芳
し
く
な
い
状
況
の
続

く
中
、
内
（
地
域
）
に
籠
も
っ

て
い
て
も
な
か
な
か
明
日
へ
の

展
望
も
観
え
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
目
を
広
く
据
え
て
「
何
か

ヒ
ン
ト
は
？
」
と
、
函
館
地
域

の
会
員
が
考
え
ま
し
た
。

　

函
館
地
域
の
日
造
協
会
員
７

社
は
、
普
段
か
ら
見
聞
を
広
め

る
意
味
を
持
た
せ
て
月
々
な
に

が
し
か
の
積
立
を
し
て
年
に
１

度
視
察
に
出
か
け
ま
す
。
仲
間

意
識
が
豊
か
で
す
。今
年
は「
立

地
環
境
が
ま
っ
た
く
異
な
る
沖

縄
へ
！
」
と
な
り
ま
し
た
。
折

角
の
機
会
な
の
で
「
沖
縄
総
支

部
と
北
海
道
総
支
部
」
の
交
流

き
た
い
。

　

翌
日
は
、
今
話
題
の
「
普
天

間
基
地
」「
嘉
手
納
基
地
」
な

ど
を
見
学
。
北
海
道
か
ら
見
て

い
る
限
り
で
は
わ
か
ら
な
い
と

こ
ろ
が
沢
山
あ
る
こ
と
を
理
解

し
た
。

　

今
後
の
両
総
支
部
の
活
動
に

お
い
て
、
北
海
道
以
外
の
地
方

の
活
動
を
知
る
こ
と
は
単
な
る

観
光
と
違
っ
て
本
当
の
話
も
聞

け
る
。
こ
の
よ
う
な
交
流
は
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
も
の
と

確
信
し
ま
し
た
。

（
北
海
道
総
支
部
事
務
局
長

　

高
橋　

勲
）

　

造
園
技
術
者
の
能
力
向
上

と
客
観
的
評
価
の
指
標
と
な

る「
造
園
Ｃ
Ｐ
Ｄ
（
継
続
教
育
）

制
度
」
の
会
員
申
込
み
受
付
が

始
ま
り
ま
し
た
。
造
園
技
術
者

で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
入
会
で

き
ま
す
。
ま
た
、
日
造
協
会
員

企
業
の
社
員
、
ま
た
は
日
造
協

が
行
な
う
資
格
（
街
路
樹
剪
定

士
・
植
栽
基
盤
診
断
士
・
登
録

造
園
基
幹
技
能
者
）
を
お
持
ち

の
方
は
、
割
引
さ
れ
た
年
会
費

で
造
園
Ｃ
Ｐ
Ｄ
会
員
に
な
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
か
ら
年
会
費

が
改
定
さ
れ
、
会
員
種
別
【
会

員
─
２
】は
、２
、５
０
０
円（
こ

れ
ま
で
は
１
、５
０
０
円
）
に

な
り
ま
し
た
。

　

①
日
造
協
会
員
企
業
に
所
属

し
て
い
る
方　

会
社
代
表
者
ま

た
は
造
園
Ｃ
Ｐ
Ｄ
担
当
者
宛
の

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
手
続
き
案

内
を
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
。

　

届
い
て
い
な
い
場
合
は
日
造

協
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

　

②
日
造
協
が
実
施
す
る
資
格

を
お
持
ち
の
方　

日
造
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
ペ
ー
ジ

に
あ
る
「
入
会
案
内
」
を
ご
覧

下
さ
い
。

　

③
上
記
以
外　

造
園
Ｃ
Ｐ
Ｄ

協
議
会
に
会
員
種
別
【
会
員
─

３
】
と
し
て
直
接
お
申
込
み
下

さ
い
。（
会
費
４
、０
０
０
円
）

を
北
海
道
総
支
部
の
事
業
の
一

つ
に
し
て
取
り
上
げ
、
積
極
的

に
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
平
成
24
年
２
月
15
日
に
交

流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
沖
縄
の
庭
園
（
識

名
園
）
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

○
「
識
名
園
」（
シ
キ
ナ
エ

ン
又
は
シ
チ
ナ
ヌ
ウ
ド
ゥ
ン
）

は
、
琉
球
王
最
大
の
別
邸
で
国

王
一
家
の
保
養
や
中
国
皇
帝
の

使
者
で
あ
る
冊
封
使
（
さ
っ
ぽ

う
し
）
の
接
待
の
場
と
し
て
利

用
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

○
２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）

に
は
国
の
特
別
名
勝
に
指
定
さ

れ
、同
年
に「
首
里
城
」や「
玉
陵
」

な
ど
と
共
に
「
琉
球
王
国
の
グ

ス
ク
及
び
関
連
遺
産
群
」
と
し

て
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

○
現
在
の
管
理
は
「
指
定
管

理
」
で
行
わ
れ
て
お
り
、
那
覇

市
内
業
者
が
請
負
、
管
理
方
法

は
内
燃
機
関
の
伴
う
も
の
は
園

内
は
「
御
法
度
」
と
厳
し
く
、

剪
定
、
落
ち
葉
お
よ
び
池
の
浄

化
な
ど
は
す
べ
て
「
人
力
」
で

行
い
、
そ
の
後
処
理
運
搬
も
ト

ラ
ッ
ク
は
園
内
に
入
れ
る
こ
と

が
で
き
な
い
、と
の
話
で
し
た
。

　

ま
た
、
園
内
に
は
那
覇
市
の

「
識
名
園
管
理
事
務
所
」
が
あ

り
、
開
園
日
は
同
事
務
所
の
管

理
指
導
を
受
け
て
業
務
を
進
め

て
お
り
、
休
園
日
に
は
通
常
日

に
は
で
き
な
い
作
業
を
し
て
い

る
と
の
こ
と
。「
な
る
ほ
ど
な

～
？
」
と
理
解
が
及
ば
な
い
説

明
部
分
も
あ
り
ま
し
た
が
、
参

加
者
は
皆
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
、
同
じ
く
世
界
遺
産

と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
「
斎

場
御
岳
」（
せ
ー
ふ
ぁ
う
た
き
）

を
視
察
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、場
所
を
変
え
て「
意

見
交
換
」
と
「
懇
親
会
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
話
題
は
次
の
よ

う
な
内
容
で
し
た
。

　

○
お
互
い
の
、
事
業
内
容
等

の
説
明
。

　

○
沖
縄
と
北
海
道
と
で
は
造

園
活
動
時
期
が
異
な
る
。
沖
縄

は
12
月
～
４
月
位
が
最
盛
期
と

な
り
他
の
月
は
梅
雨
・
台
風
・

炎
暑
な
ど
で
閑
散
期
と
な
る
。

こ
の
た
め
北
海
道
と
併
せ
る
と

年
間
を
通
し
て
仕
事
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。

　

○
沖
縄
と
北
海
道
は
距
離
的

に
は
遠
い
が
、
置
か
れ
て
い
る

環
境
に
は
共
通
す
る
も
の
が
多

く
あ
る
。
こ
れ
を
機
に
相
互
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
を
進
め
て
い

造
園
Ｃ
Ｐ
Ｄ

●
会
員
申
込
み
受
付
中

締
切
は
５
月
31
日
㈭
ま
で

「沖縄総支部」玄関付近で 「識名園」指定管理オーナー説明

　

日
造
協
で
は
オ
ラ
ン
ダ
南
東

部
の
フ
ェ
ン
ロ
ー
で
開
催
中

の
「
フ
ロ
リ
ア
ー
ド
２
０
１
２ 

―
国
際
園
芸
博
覧
会
」
視
察
ツ

ア
ー
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
７
月
５
日
㈭
～
７
月
11

日
㈬
の
５
泊
７
日
、
募
集
人

数
は
15
人
。
参
加
費
は
１
人

３
１
８
、０
０
０
円
＋
諸
費
用

と
な
り
ま
す
。

　

ツ
ア
ー
中
、
フ
ロ
リ
ア
ー
ド

視
察
の
他
に
、
現
地
公
園
管
理

業
者
と
の
交
流
、
ボ
ス
公
園
、

エ
ム
シ
ャ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な

ど
の
公
園
緑
地
の
視
察
、
庭
園

の
歴
史
博
物
館
の
見
学
な
ど
役

に
立
つ
興
味
深
い
企
画
が
盛
り

沢
山
で
す
。是
非
こ
の
機
会
に
、

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
お
問
合
せ
は
㈱

近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
（
☎

０
３
・
６
８
９
１
・
９
３
０
５
、

担
当
：
江
口
、
國
分
）
ま
で
。

（
フ
ロ
リ
ア
ー
ド
２
０
１
２
に
つ
い

て
は
２・３
面
に
関
連
記
事
参
照
）

「
フ
ロ
リ
ア
ー
ド
─
国
際
園
芸
博
覧
会
」

　
　
視
察
ツ
ア
ー
　
　
５
月
31
日
申
込
〆
切


